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1. はじめに
八戸地域においては，近年，地盤情報データベース
の整備活動が行われ，八戸地域地盤情報データベース
が公開された1)．さらに，運営協議会が設立され，そ
の活用が図られている．
本研究では，地盤情報データベースの利用を目的と
して，八戸地域地盤情報DBに収集されている 2507個
の地盤情報に基づいて液状化危険度判定を行い八戸地
域における液状化リスクマップを作成する．なお，液
状化の判定については平成 8年の道路橋示方書2)に基
づいて行った．

2. 八戸地域地盤情報DBの概要
地盤情報データベースとは，紙媒体で保管されてき
た地盤情報を電子化し集積したデータベースである．
八戸地域地盤情報DBは，主に八戸市の業務として実
施された地盤調査結果を 2507本（平成 23年 3月現在）
収録したデータベースである．これを運用するための
産学官連携の運営協議会が設立されており，平成 23年
度からは，八戸市委託業務については納品の要件とし
て本データベースにアップロードすることが義務づけ
られている．したがって，情報量は年々増加する傾向
にある．また，Web-GISシステムを用いて公開されて
おり，会員制ではるあがWeb上で閲覧可能となってい
る．八戸工業大学は受付およびサーバー管理を行って
おり，利用申し込み者に対し利用登録を行っている．

3. 液状化判定手法
本研究では，八戸地域地盤情報データベースに収録
されている約 2500本のボーリングデータを用いて，道
路橋示方書に基づいて液状化指数 PLを算出する．

PL =
∫ 20

0
(1 − FL) × Wzdz (1)

ここで，FL値は各土層の動的せん断強度比 Rと地震
時せん断応力比 Lにより

FL = R/L (2)

Key Words: 地盤情報データベース，液状化判定，地震防災
〒 031-8501 青森県八戸市妙字大開 88-1・TEL 0178-25-8066

と表される．ただし，FL ≥ 1の場合はFL = 1とする．
また，W (z)は各層の深さによる重み係数であり，次
式で表される．

W (z) = 10 − 0.5z (3)

ここで，zは深さ方向の座標である．
RやLの計算に必要となる単位体積重量や地下水位
等のパラメータは，基本的には八戸地域地盤情報 DB

に収録されている土質試験結果を用いて決定するが，
土質試験結果が含まれないボーリングデータも多い．
したがって，単位体積重量については地盤情報DB内
にある土質試験結果を取り出し，N 値と単位体積重量
関係の関係について土質区分毎に近似曲線を作成しN

値から単位体積重量を決定することとした．図–1に例
として砂のN 値と単位体積重量関係を示す．地下水位
については，柱状図に表記されていない場合には，近
傍のボーリングデータを参照し平均的な値を使用した．
また，非液状化層に設定した土質区分は粘性土，ロー
ム，火山灰，有機質土，腐植土とした．このほか砂質
ロームや砂混じり火山灰といった判断が困難なものに
対しては今回は液状化層として計算することとした．

4. 八戸地域の液状化リスクマップ
図–2に八戸地域における液状化リスクマップを示
す．同図より，八戸地域については，市内中心部を中
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図–1 N 値－単位体積重量関係（砂）



心に液状化リスクの高い場所が多いことがわかる．特
に，馬淵川および新井田川付近とそれらに挟まれた地
域が液状化危険度が非常に高くなっている．図–3に
各地区の代表的な簡易柱状図を示す．図–3より，河原
木・城下・新井田といった液状化危険度の高い場所が
多く分布する地域では，表層に近い場所で緩い砂質土
が堆積しており，地下水位も約地下 1mと浅い位置に
あることから液状化のリスクが大きくなる．液状化危
険度の低い新湊・白銀・長者地区においては表層に近
い部分まで八戸地域特有の八戸ローム等の細粒土が堆
積している傾向にある．
周囲のPL値の低いエリアにおいてもPL値が非常に
高い場所が存在している．これは，ボーリング調査を
行った各技術者ごとに土質区分の表記の仕方が異なる
など，柱状図の精度に課題がある．特に，ここで行っ
た解析方法においては，液状化層とするか非液状化層
とするかによって，判定結果が大きく変わる可能性が
ある．したがって，八戸地域の場合にはロームやしら
す・火山灰などの火山堆積物の分布状況を詳細に検討
し，土質区分を精査する必要がある．また，火山灰質
砂質土等の地域特有の土については，液状化強度等に
ついて不明な点が多く検討する必要がある．
ここでは多くの地域で液状化リスクが高い結果となっ
たが，2011年の東北地方太平洋沖地震においては八戸
市内においてほとんど液状化は発生していない．一方
で，1994年三陸はるか沖地震においては広範囲で液状
化が生じたと考えられている．ここで行った道路橋示
方書の判定においては，どの程度の地震動で液状化す
るかについて判断できないため，地震動の規模を考慮
できる安田・童らの式3)等を用いて液状化リスクの判
定を行う必要がある．

5. おわりに
本研究では，八戸地域地盤情報DBを利用し液状化
リスクマップの作成を行った．八戸地域は，表層付近
に緩い砂質土が堆積し地下水位が高い場所が多く，液
状化危険度が大きい地域が広く分布していることがわ
かった．今後，土質区分の精査や地域特有の火山由来
の土質の特性の解明を行い，精度の向上を図りたい．
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図–2 液状化判定結果

図–3 各地区の簡易柱状図
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